
道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。
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「避難勧告」と「避難指示」
の違いについて

災害時に、村長が住民の方々に「避難勧告」と「避難
指示」を発令する場合があります。
これらの違いをあらかじめ理解しておくことが「自らの
身を守る」ことにつながりますし、自らの判断で早めに避
難することも重要です。
よく｢避難命令｣という言葉が用いられますが、法律的に
は「避難のための立ち退きの勧告｣（避難勧告）と｢避難の
ための立ち退きの指示｣（避難指示）という規定しかありま
せん。よって、道志村では「避難命令」と言う言葉を用い
ることはありません。

根拠となる法律は？
｢避難勧告｣を規定している法律は、『災害対策基本
法』です。
また、「避難指示」を規定している法律は、『災害対策
基本法』のほか、『水防法』、『地すべり等防止法』、『警
察官職務執行法』、『自衛隊法』です。例えば、河川の
洪水が切迫している場合の「避難指示」は、『水防法』
に基づき発令することとなります。

拘 束 力種 別

避難勧告

避難指示

安全のため、早めの避難をうながす時に出さ
れます。拘束力はありませんが、必要に応じて
早めの避難をして下さい。（避難を強制するも
のではありません）

災害により著しい危険が切迫している時に出
されます。
すみやかに避難して下さい。避難勧告に比べ
拘束力は強まりますが、指示に従わない方に
対して、強制はいたしません。

弱

強
※避難勧告等の発表については、告知端末や防災行政無線及び消防団等による戸別訪問により、
該当地域に広報します。
※「避難勧告」・「避難指示」が発表された場合、やまゆりセンターや体育館等に避難所を開設し
ますので、そこへ避難しましょう。



国民健康保険料の計算方法
国民健康保険料は、下記のとおり、医療分と後期分と介護分にわかれています。

平成２３年度の国民健康保険料率が決定しましたのでお知らせします。
国民健康保険は、加入者みなさんで保険料を出し合い、病気、ケガ、出産などに関して必要な
医療費等の保険給付を行っていく制度です。私たちの健康を守る大切な国民健康保険を正しく
理解し、みなさんでこの制度を守るためにも保険料は期日までに納めましょう。

平成23年10月１日（４）

国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ

区 分

所 得 割
資 産 割
均 等 割
平 等 割

料率等

4.55％
36.00％

23,000 円
21,000 円

説   明

賦課基準所得   × 4.55％
固定資産税額   × 36.00％
加入者数     × 23,000円
１世帯当たり

●医療分内訳

※医療分保険料の賦課限度額は、5１万円です。

区 分

所 得 割
資 産 割
均 等 割
平 等 割

料率等

1.80％
14.50％
9,500 円
8,500 円

説   明

賦課基準所得   × 1.80％
固定資産税額   × 14.50％
加入者数     × 9,500円
１世帯当たり

●後期分内訳

※後期分保険料の賦課限度額は、1４万円です。

区 分

所 得 割
資 産 割
均 等 割
平 等 割

料率等

1.55％
25.50％

10,500 円
6,500 円

説   明

賦課基準所得   × 1.55％
固定資産税額   × 25.50％
加入者数     × 10,500 円
１世帯当たり

●介護分内訳（40歳以上 65歳未満の方のみ）

介護分保険料の賦課限度額は、1２万円です。

問い合わせ 住民健康課（☎５２－２１１３） 国保医療係 まで

国民健康保険 医 療 分 後 期 分 介 護 分＝ ＋ ＋

医療分と後期分と介護分のそれぞれに違う料率を設定し、加入世帯単位で年間保険料額を
算出します。

平成２３年度 国民健康保険料の料率
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秋から冬にかけて再流行する恐れがあるインフルエンザのワクチン接種は、１０月１日から始
まります。今シーズンは、通常の季節生ワクチンとなります。費用は、概ね３, ６００円です。中
学生以上の方は１回接種、小学６年生までは２回接種となります。道志村では、平成２３年１０月
１日から平成２４年１月３１日までを助成対象期間として６５歳以上の高齢者と中学生までのお
子さんを対象に１回接種につき２, ０００円の一部助成を行います。

【高 齢 者】■村内在住の６５歳以上（２４年１月３１日までに満６５歳となる方）            
■満６０歳以上から６５歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能または、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有するものとして厚生労働省
令で定める方

【接 種 方 法】① 事前に医療機関に予約をしてください。
② 保険証と予診票を医療機関へ持参し、お受けください。（対象者へ予診票は９
月末に送付されています。）

③ 接種後の医療機関の支払いは、差額分の概ね１, ６００円を、医療機関に支払っ
てください。

【中学生まで】■村内在住の中学３年生までのお子さま

【接 種 方 法】① 事前に医療機関に予約をしてください。
② 保険証と母子手帳を医療機関の受付に提示する際、「助成対象者」であること
を告げてください。

③ 接種後の医療機関の支払いは、１回目のみの差額分概ね１, ６００円（及び２回
目接種分）を医療機関に支払ってください。

【そ の 他】■中学生までのお子さんが、県外の医療機関又は未契約の医療機関で接種した場
合は償還払いとなります。領収書を大切に保管してください。手続きについては
役場窓口での申請となります。
★毎年インフルエンザが流行する前の１２月中旬までに接種しましょう！！
★道志村国民健康保険診療所においても接種することが出来ます！！

【問 合 せ】住民健康課 TEL５２－２１１３ 出羽・伯耆・宮下

月夜野 6,000円

野原 7,000円

久保 15,000円

大室指 8,000円

椿 5,500円

小善地 5,500円

大栗 5,000円

馬場 9,500円

竹之本 12,000円

東和出村 11,000円

西和出村 11,000円

谷相 7,500円

川原畑 10,500円

大指 9,500円

釜之前 6,500円

東神地 11,500円

中神地 9,500円

下中山 7,500円

上中山 9,500円

下善之木 10,500円

上善之木 6,000円

川村 4,500円

板橋 9,500円

下白井平 6,500円

上白井平 6,500円

長又 8,000円

緑の募金にご協力ありがとうございました。豊かな郷土づくりに役立てていきたいと思います。

合計  219,000円

※９月１５日に山梨県緑化推進機構に送金しました

緑の募金について

インフルエンザワクチン接種についてお知らせ
１０月１日スタート！！



平成23年10月１日（６）

若者定住促進住宅入居者募集のお知らせ
本年度、建設中の道志村若者定住促進住宅（※山梨県産ラべリング

材使用）の２戸の入居者を募集します。平成２４年４月からの入居が
出来ますので、希望する方は産業振興課までお申し込みください。

「山梨県産ラベリング材を使用した住宅です。
どなたでもご自由に見学出来ます。」

１．住宅設置の目的・・・道志村への定住を希望する若者に対し、良好な賃貸住宅の供給で定住化の促進を図るため、
若者定住促進住宅を設置する。

※ 家賃は、月額４万円（乳幼児、小中学校児童生徒がいる世帯については、減免あり）
※ 入居予定日は、平成２４年４月になります。
※ 住宅では、犬・猫等のペットを飼うことは出来ません。
※ 敷金として家賃の３ヵ月分を納入していただきます。

２．入居資格・・・入居希望の方は、次の掲げる条件のすべてを具備する者でなければなりません。
① 現に同居し、又は同居しようとする親族（入居者の配偶者、または配偶者および直系の親子関係にある者）があること。
② 世帯全員の収入が公営住宅法で定める基準を超える収入であること。
③ 入居者の年齢が、２０歳以上４０歳未満であること。
④ 入居者及び同居者が村税等の滞納をしていないこと。
⑤ 現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。
⑥ 村内に住所を有する者または道志村へ転入する者であること。
⑦ 道志村営住宅条例で規定する村営住宅に入居していない者であること。

３．申込時に必要な書類
● 入居者、同居者 ①入居申込書 ②所得証明書  ③住民票の写し ④印鑑証明書 ⑤納税証明書
● 連 帯 保 証 人 ①所得証明書 ②住民票の写し ③印鑑証明書
● 連帯保証人条件 ①独立の生計を営む者であること。 ②所得金額が村で認める額を超える者であること。

４．申込期間・・・平成２３年１０月３日（月）～１２月２８日（水）まで
５．選考方法・・・申込者が複数いる場合は、書類審査後に公開抽選を行い入居者を決定します。
６．問い合わせ、申込先・・・道志村役場 産業振興課 住宅担当 ☎０５５４－５２－２１１４まで

場 所 住宅名 戸の位置 構 造 床面積 部 屋 備 考
道志村7,404
番地

若者定住
促進住宅

３号室
４号室 木造２階建 97.30㎡

（１戸当）
３LＤＫ
トイレ･UB

延床面積
194.61㎡

山梨県産ラベリング材とは・・・
山梨県内の森林から生産され、山梨県
内で加工された最終製品で、山梨県産材
認証センターが定める方法により生産履
歴が明確となっている製材品です。

＊各講座とも最少催行人員５名満たない場合には、開講いたしません。
＊第１回目の講座開催時に受講料と運営費の一括納付

各教室開催回数×５００円（受講料）＋１,０００円（運営費）
＊定員を超えた場合には、厳選なる抽選によって受講者を決定
＊問合せ・申込み 道志村教育委員会 TEL 0554－52－1020 FAX 0554－52－1022

絵手紙教室
● 講 師 仲井義晶
● 期 間 H23年 10/15 , 10/29 , 11/5 

11/19 , 12/10
● 定 員 １０名
● 受講料 １回 ５００円
● 持ち物 ふでペン、絵皿、下敷き、ふで
● 場 所 やまゆりセンター
● 材料費
絵手紙講座では、まったく絵を描いた事のない方

にも絵手紙を楽しんでいただけるよう基本から優し
く指導します。まずは、年賀状作りから始めましょう。

きもの着付け教室
● 講 師 みやうち着物学院 杉山たかこ

● 期 間 Ｈ２３年１０月（月曜日の昼 or夜）       

● 定 員 ５名

● 受講料 １回 ５００円

● 持ち物 女性のみ

● 場 所 やまゆりセンター和室

初心者大歓迎です。着物の着方を真心こめて指導
します。夏になれば浴衣の着方も指導します。

No.1 No.2
道志村生涯教育事業　秋期講座募集道志村生涯教育事業　秋期講座募集道志村生涯教育事業　秋期講座募集



（７）

早
朝
か
ら
放
課
後

の
時
間
を
使
っ
て

若
鮎
祭
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、

台
風
の
影
響
で
練

習
で
き
な
い
と
き

も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
な
い

時
間
の
中
で
生
徒

達
は
本
気
に
な
っ
て
す
ば
ら
し
い
若
鮎
祭

を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 
 
 
 

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
こ
れ

ま
で
多
大
な
ご

支
援
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
、
道

志
中
教
育
へ
の

ご
理
解
と
ご
支

援
の
ほ
ど
、
よ

し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

九
月
十
日
︵
土
︶・
十
一
日
︵
日
︶
、
二

日
間
に
わ
た
り
、
第
三
十
七
回
若
鮎
祭
が

多
数
の
御
来
賓
と
保
護
者
の
皆
様
方
の
御

参
観
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
の

成
果
を
存
分
に
発
表
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

一
日
目
︵
開
祭
式
・
文
化
の
部
︶

華
や
か
な
花
火
の
合
図
に
よ
り
開
祭
が

宣
言
さ
れ
、文
化
の
部
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
学
年
合
唱
の
発
表
で
す
。

本
校
の
伝
統
で
あ
る
学
年
の
太
鼓
が
昨

年
に
も
ま
し
て
勇
壮
に
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
東
富
士
七
里
太
鼓
保
存
会
の
方
々
の

ご
指
導
の
も
と
、
夏
休
み
前
か
ら
練
習
を

積
ん
で
き
ま
し
た
。

一
年
生

﹁
富
士
三
段
返
し
﹂

二
年
生

﹁
流
鏑
馬
太
鼓
﹂

三
年
生

﹁
雷
太
鼓
﹂

最
後
の
﹁
平
和
の
セ
レ
モ
ニ
ー
﹂
で
は
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
有
り
難
さ
を
、

群
読
や
合
唱
に
よ
り
全
校
生
徒
で
表
現
し

ま
し
た
。
生
徒
一
人
一
人
が
心
を
込
め
て

発
表
し
、
と
て
も
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
︵
体
育
の
部
・
閉
祭
式
︶

爽
や
か
な
天
候
の
中
で
、
二
日
目
が
始

ま
り
ま
し
た
。学
年
別
種
目
や
親
子
競
技
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
競
技
、
赤
・
黄
・
緑
の
３
ブ
ロ
ッ

ク
別
の
ブ
ロ
ッ
ク
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
未
由
二
さ
ん
・

翔
太
さ
ん
・
健
太

さ
ん
の
力
強
い
選

手
宣
誓
の
言
葉
の

通
り
、
集
団
競
技

で
は
個
々
が
全
力

で
、
そ
し
て
心
を

一
つ
に
し
て
競
技

に
臨
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

学校だより 道志中学校 (第56号）

学
年
発
表
で
は
、
各
学
年
と
も
演
劇
を
発

表
し
ま
し
た
。
 

一
年
生
は
、自
分
の

住
む
地
域
を
題
材

に
し
て
、よ
り
良
い

生
活
を
創
る
た
め

の
努
力
を
重
ね
て

き
た
先
人
達
の
想

い
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、力
強
く
生
き

て
い
く
決
意
を
ソ

ー
ラ
ン
節
の
踊
り

で
表
し
ま
し
た
。

二
年
生
は
、悩
み

や
苦
し
み
を
共
有

し
な
が
ら
、前
向
き

に
明
る
く
生
き
て

い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
し
た
。

三
年
生
は
、悲
惨

な
戦
争
を
体
験
し

た
者
が
抱
え
て
き

た
心
の
傷
を
表
し

ま
し
た
。戦
争
の
な

い
平
和
な
社
会
を

創
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
学
年
も
、劇

の
中
で
訴
え
た
い

内
容
を
、迫
真
の
演

技
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
参
観
さ
れ
て
い
た
方
々
か
ら
も
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
、
感
動
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
発
表
で
し
た
。

第
三
十
七
回

若
鮎
祭
特
集

１年「風の民の歌」
指揮 杉本太一 伴奏 杉本紗来
２年「今日は君のBirthday」
指揮 杉本 華    伴奏 平賀みなみ

３年「地球の鼓動」
指揮 杉本翔太 伴奏 天野理恵

第
三
十
七
回
若
鮎
祭
テ
ー
マ

﹁
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 ～
熱
い
心
を
一
つ
に
～
﹂

1年生

２年生

３年生

１年 厳道峠～久保の夜明け～２年 出口のない部屋で３年 消えた八月

息を合わせて渾身の力で

お父さんも負けないぞ親子仲良く



平成23年10月１日（８）

10／29
午前中のみ診察

10／2110／17
就学児健診

10／1210／10
体育の日

10／7
休診

9／29
研修のため休診

9／25 9／26 9／30 10／1
休診

9／289／27
午前：胃カメラ

10／6
研修のため休診

10／2 10／3 10／8
午前中のみ診察

10／5
午後：ポリオ接種

10／4
午前：胃カメラ

10／13
研修のため休診

10／9 10／14 10／15
午前中のみ診察

10／11
午前：胃カメラ

10／20
研修のため休診

10／16 10／22
午前中のみ診察

10／1910／18
午前：胃カメラ

10／27
研修のため休診

10／23 10／24 10／28
午後：乳幼児健診

10／26
小学校マラソン

前健診

10／25
午前：胃カメラ
午後：中学校強歩

大会前健診

11／3
文化の日

10／30 10／31 11／4 11／5
午前中のみ診察

11／211／1
午前：胃カメラ

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

10
月
の
予
定

診療所だより
今回は  “長引く咳”  についてお話します。まずは咳の役割についてですが、気管支に入ってくる異物

（ウイルスや細菌、ほこりなど）を吐き出して、浄化する役割を担っています。つまり咳は、病気にかか
らないように体を守る防衛反応の１つなのです。一般的にかぜ症候群による咳は、一週間程度で治まりま
すが、そのまま放置すると家族や周囲にうつしてしまったり、咳で体力を消耗して免疫力が下がると、他
の気道感染症に罹ってしまう恐れもあります。またかぜの咳と自己判断していたものが、実は違う病気に
よる咳である可能性もあります。咳が３週間以上長引くときには受診が必要です。

【長引く咳症状を起こす疾患】
気管支ぜんそく、咳ぜんそく、百日咳、急性気管支炎、肺炎、COPD※（慢性気管支炎、肺気腫）、結
核など

医療機関で治療された後も、アレルギーや慢性疾患により咳が出る場合（ぜんそく、COPDなど）に
は、日頃のケアが大切になります。これにより急激に症状が悪くなること（急性増悪）を防ぐことがで
きるからです。

【急性増悪を防ぐセルフケア】
●外出後のうがい、手洗い   ●禁煙   ●予防接種を受ける   ●換気と掃除 など

COPDはタバコが原因で肺に炎症が起こり、空気の通り道である気道が狭くなる病気です。咳や痰の
症状が長い期間にわたり続く状態を「慢性気管支炎」、炎症が進んで肺が壊れてしまった状態を「肺
気腫」と言い、どちらもCOPDに含まれる病態です。タバコを何本吸ったら必ずCOPDになるとは言い
切れませんが、喫煙量が多いほどCOPDのリスクは高まります。COPDは放置すると必ず進行してい
き、少し動いただけで息切れし、着替えや入浴などの日常生活が困難になり、最終的に在宅酸素療法
が必要になるケースも多いです。また肺癌も発症しやすくなります。

□ 40歳以上でタバコを吸っている。または吸っていた。
□ 咳、痰がしつこく続くことがある。
□ 階段を上るときなどに息苦しいことがある。

ひとつでも当てはまるようでしたら、まずは一度、診療所にご相談ください。

※COPDに注意！！



（９）

●
道
志
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
23
年
11
月
１
日
よ
り
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
を
民
間
の
事
業
所
が
実
施

し
ま
す
。

施
設
の
目
的
に
沿
っ
て
安
定
し
た
管
理

運
営
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
利
用
者
が
自

宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
高
齢
者
の
お
世
話
や
機
能
訓
練
を
行

い
、
利
用
者
の
孤
立
感
や
心
身
機
能
の
回

復
を
図
り
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者

住
所
 
大
月
市
大
月
町
真
木
４
６
０
０

名
称
 
社
会
福
祉
法
人
 
大
月
福
祉
会

●
第
２
回
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
の
開
催

11
月
３
日
の
﹁
文
化
の
日
﹂
を
中
心
に
、

教
育
・
文
化
に
関
す
る
諸
行
事
が
全
国
的

に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
道
志
村
教
育
委
員

会
で
も
昨
年
に
引
き
続
き
や
ま
ゆ
り
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
﹁
第
２
回
や
ま
ゆ
り
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
﹂
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
展
示
の
部
・
発
表
の

部
と
も
に
出
演
者
を
大
募
集
い
た
し
ま
す
。

日
時
 
平
成
23
年
11
月
１
日︵
火
︶か
ら

11
月
６
日
︵
日
︶
ま
で
の
間

展
示
・
・
全
日
︵
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
30
分
︶

発
表
・
・
11
月
５
日︵
土
︶午
前
10
時
か
ら

場
所
 
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
 

☎
52
︲
１
０
２
０

●
第
13
回

道
志
林
間
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
開
催

︵
雨
天
決
行
︶

・
会
場
 
道
志
村
民
グ
ラ
ン
ド

・
種
目
 
林
道
室
久
保

３
㎞
、
５
㎞

国
道
４
１
３
号
～

林
道
田
代
椿
線
10
㎞

・
受
付
 
平
成
10
月
30
日
︵
日
︶

午
前
７
時
～
９
時

・
ス
タ
ー
ト
 
 
午
前
10
時
～

・
全
競
技
終
了
 
午
後
12
時
～

大
会
に
関
す
る
問
合
せ
先

道
志
林
間
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事
務
局

︵
教
育
委
員
会
内
︶

☎
52
︲
１
０
２
０

●
秋
の
五
感
の
集
い

星
空
と
音
楽
の
夕
べ

皆
さ
ん
は
最
近
夜
空
を
見
上
げ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。秋
晴
れ
の
夕
方
、太
陽
が

沈
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
蒼
色
の
宵
空

に
、一
つ
、ま
た
一
つ
と
星
が
姿
を
現
わ
し

ま
す
。
そ
し
て
夜
が
更
け
る
頃
に
は
満
天

の
星
が
天
空
を
彩
り
ま
す
。
大
地
か
ら
仰

ぎ
見
る
星
た
ち
の
輝
き
は
、私
た
ち
が
今
、

宇
宙
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る

瞬
間
で
も
あ
る
の
で
す
。
 

今
年
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
  小
林
真
人
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
、
ひ
と
と
き
の

星
空
め
ぐ
り
へ
誘
い
ま
す
。
澄
ん
だ
ピ
ア

ノ
の
音
色
と
美
し
い
星
空
映
像
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
軽
快
な
ト
ー
ク
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
日
時
 
平
成
10
月
15
日
︵
土
︶

午
後
７
時
～

・
場
所
 
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

・
講
師
 
牛
山
俊
男
︵
自
然
写
真
家
︶

小
林
真
人︵
ピ
ア
ノ
・
作
曲
家
︶

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

☎
52
︲
１
０
２
０

●
10
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
親
子
で
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

日
時
 
10
月
11
日
︵
火
︶
午
前
10
時
～

場
所
 
み
な
も
と
体
験
館

内
容
 
う
ど
ん
・
ピ
ザ
作
り

＊
10
時
に
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し

て
下
さ
い
！

◎
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
！

日
時
 
10
月
25
日
︵
火
︶
午
前
10
時
～

場
所
 
神
地
 
山
口
博
康
宅

内
容
 
さ
つ
ま
い
も
掘
り

＊
長
く
つ
、手
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。天
候

に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る
と
き
は
、

個
別
端
末
機
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
！

︻
送
迎
の
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
、連
絡
下

さ
い
︼

問
合
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
︵
伯
耆
︶

☎
52
︲
２
１
１
３

●
10
月
は
臓
器
移
植
普
及
月
間
で
す

臓
器
移
植
は
、
心
臓
、
肝
臓
、
肺
、
腎
臓

な
ど
の
臓
器
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
り
、

生
命
の
危
険
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
方
に
と

っ
て
唯
一
の
医
療
方
法
で
す
。

移
植
で
し
か
治
療
で
き
な
い
人
を
救
う

に
は
、
死
後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い

と
言
う
み
な
さ
ん
の
善
意
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
分
が
脳
死
と
判
定
さ
れ
た

と
き
に
誰
か
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
、
そ
れ
が
臓
器
提
供
な
の
で
す
。

現
在
日
本
で
臓
器
の
提
供
を
待
っ
て
い

る
方
が
１
万
２
千
人
以
上
い
ま
す
。
臓
器

移
植
の
一
層
の
定
着
・
推
進
を
図
る
た
め

に
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
移
植
医
療
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
臓
器

提
供
に
意
思
表
示
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

等
が
不
可
欠
で
す
。

●
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
の
方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
意
思
表
示
窓
口
を

使
い
意
思
表
示
登
録
臓
器
提
供
 

・
意
思
表
示
カ
ー
ド
及
び
シ
ー
ル
に
よ
る

意
思
表
示

・
被
保
険
者
証
や
運
転
免
許
・
証
の
意
思

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ
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表
示
欄
へ
の
記
入

３
つ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
意
思
表
示
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ
先

富
士
東
部
保
健
所
 
地
域
保
健
課

☎
０
５
５
５
︲
２
４
︲
９
０
３
５

●
肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
等
に
係
る
治
療
に
つ
い
て

は
、
月
々
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と

や
、
治
療
が
一
部
長
期
間
に
お
よ
ぶ
こ
と

か
ら
、
医
療
費
の
負
担
額
軽
減
を
目
的
と

し
た
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

県
内
在
住
の
方
で
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
、
ま
た
は
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
を

受
け
ら
れ
る
方

●
助
成
の
内
容

診
療
費
、薬
剤
費
、入
院
費
な
ど
の
個
人

負
担
の
上
限
を
収
入
に
応
じ
て
月
額
１
万

円
又
は
２
万
円
と
し
、
残
り
の
費
用
を
国

と
県
が
負
担
し
ま
す
。

助
成
期
間
は
原
則
１
年
で
す
。
申
請
さ

れ
る
場
合
は
、
助
成
の
認
定
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
等
、
主
治
医
と
よ
く

相
談
の
う
え
、本
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

富
士
東
部
保
健
所
 
地
域
保
健
課

☎
０
５
５
５
︲
２
４
︲
９
０
３
５

●
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
販
売

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金

は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
２
億
５
０

０
０
万
で
す
。

発
売
期
間
は
、９
月
26
日︵
月
︶か
ら
10

月
14
日
︵
金
︶
ま
で
で
す
。

抽
選
日
は
10
月
21
日
︵
金
︶

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化

対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

●
第
21
回
富
士
急
経
済
講
演
会

日
時
 
平
成
23
年
10
月
22
日︵
土
︶
 

午
後
２
時
開
演

場
所
 
忍
野
村
民
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

定
員
 
先
着
５
０
０
人
︵
参
加
無
料
︶

講
師
 
森
本
 
敏
 先
生

演
題
﹁
震
災
後
の
日
本
の
将
来
展
望
﹂

問
合
せ
先

富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局
 

☎
０
５
５
５
︲
２
２
︲
７
１
１
１

●
面
接
相
談
の
事
前
予
約
に
つ
い
て

大
月
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
電
話
に

よ
る
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。︵
税
金

の
納
付
相
談
等
の
場
合
は
不
要
で
す
。︶

な
お
、
一
般
的
な
税
の
質
問
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を

ご
利
用
下
さ
い
。

問
合
せ
先

大
月
税
務
署
 

☎
０
５
５
４
︲
２
２
︲
３
１
５
１

●
山
梨
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

１
時
間
 
６
９
０
円

︵
平
成
23
年
10
月
20
日
発
行
予
定
︶

問
合
せ
先

都
留
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
４
︲
４
３
︲
２
１
９
５

●
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
訟

務
、
人
権
擁
護
及
び
成
年
後
見
登
記
に
関

す
る
事
務
等
、
生
活
に
深
く
関
係
す
る
事

務
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
事
で
、
疑
問
に
思
っ

て
い
る
事
、ご
不
明
な
点
、お
知
り
に
な
り

た
い
事
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
法
務
局

の
職
員
及
び
公
証
人
が
お
答
え
す
る
相
談

所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
れ
ま
す
。ま
た
、事
前
の

予
約
も
不
要
で
す
。

日
時
 
平
成
23
年
10
月
16
日
︵
日
︶

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
 
甲
府
地
方
事
務
局
 
４
階
会
議
室

問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局

☎
０
５
５
︲
２
５
２
︲
７
１
５
３

●
公
開
授
業
お
よ
び
平
成
24
年
度
前
期

募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会
に
つ
い
て

対
象
 
中
学
校
教
員
・
保
護
者
及
び
一
般

日
時
 
平
成
23
年
10
月
12
日
︵
水
︶

公
開
授
業

目
的
 
特
色
あ
る
系
列
の
授
業
参
観
を
通

し
て
、
本
校
を
理
解
し
て
頂
く

時
間
 
午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分

場
所
 
各
教
室

前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会

目
的
 
よ
り
多
く
の
情
報
を
直
接
提
供
す

る
こ
と
で
、
前
期
入
試
に
つ
い
て

理
解
し
て
頂
く

時
間
 
午
後
３
時
30
分
～

場
所
 
視
聴
覚
室

問
合
せ
先
 
 
 
 

富
士
北
稜
高
等
学
校
 
 

☎
０
５
５
５
︲
２
２
︲
４
１
６
１
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元
気
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
七
十
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
介
護
予
防
教
室
を
９
月
13
日︵
火
︶に

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
70
名
近

く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。講
師
は
、

渡
辺
ま
す
み
さ
ん
で
し
た
。
お
さ
つ
釣

り
・
手
足
の
筋
肉
を
上
手
に
鍛
え
る
セ

ラ
バ
ン
ド
運
動
・
歌﹁
戦
友
﹂﹁
炭
坑
節
﹂

﹁
年
を
と
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
﹂
と
笑

い
あ
り
涙
あ
り
の
も
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方

が
野
菜
の
浅
漬
け
・
甘
納
豆
の
蒸
し
パ

ン
を
作
っ
て
く
れ﹁
お
い
し
い
﹂と
好
評

で
し
た
。

平
成
23
年
９
月
13
日
敬
老
の
日
の
お

祝
い
を
兼
ね
て
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
介
護
予
防
教
室
を
行
い
、

参
加
者
全
員
揃
っ
て
昼
食
を
と
っ
た

後
、
続
け
て
午
後
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
西
桂
町
か
ら
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
﹁
フ

ラ
・
プ
ル
メ
リ
ア
﹂、﹁
や
ま
ゆ
り
琴
の

会
﹂、道
志
村
民
生
委
員
な
ど
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
出
演
者
に
よ
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
だ
り
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
、賞
品

を
か
け
た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

次
回
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
12
月
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。

︵
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
共
同
募
金
配
分
金
を
使
用
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
︶

道志村トピックス

９
月
24
日
に
横
浜
市
の
宅
建
協
会
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
道
志
村
の
野
球
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
招

待
さ
れ
、
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
対
広
島

カ
ー
プ
の
試
合
を
観
戦
し
ま
し
た
。

団
員
は
、
プ
ロ
選
手
の
生
で
の
活
躍

に
興
奮
し
な
が
ら
観
戦
し
ま
し
た
。

８
月
22
日︵
月
︶午
前
10
時
～
午
後
１

時
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
調
理
室
・
和
室

で
、
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
に
よ
り

︵
男
性
１
人
・
女
性
８
人
︶
合
計
９
人

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、５

参加者全員で昼食をとりました

おさつ釣りを行いました

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
！

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に

招
待
さ
れ
ま
し
た

全員で記念撮影

参加者でおいしくいただきました

介
護
予
防
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
！

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
﹁
生
活

習
慣
病
予
防
編
﹂を
開
催
し
ま
し
た
！

月
12
～
14
日
の
い
き
い
き
健
康
村
ど
う

し
健
診
を
受
診
し
た
結
果
、
動
機
づ

け
・
積
極
的
指
導
の
対
象
に
な
っ
た
人

を
中
心
に
調
理
実
習
を
行
い
な
が
ら
健

康
に
過
ご
せ
る
た
め
の
食
事
指
導
の
場

で
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
高
血
圧
予
防
の

た
め
の
食
事
と
し
て
、
①
わ
か
め
と
じ

ゃ
こ
の
混
ぜ
ご
飯
 
②
白
和
え
 
③
野

菜
の
ス
ー
プ
の
３
種
類
で
し
た
。
参
加

者
は
手
慣
れ
た
調
理
さ
ば
き
の
後
、
山

口
智
恵
子
さ
ん
に
よ
り
メ
ニ
ュ
ー
の
注

意
・
工
夫
点
を
聞
き
な
が
ら
試
食
を
し

ま
し
た
。﹁
塩
分
が
こ
ん
な
に
少
な
い
の

に
出
汁
が
き
い
て
て
美
味
し
い
・
・
・
﹂

﹁
ス
ー
プ
の
具
を
よ
く
噛
ん
だ
せ
い

か
、満
腹
感
が
大
き
い
・
・
・
﹂と
好
評

で
し
た
。
食
事
は
毎
日
の
生
活
の
中
で

最
も
基
本
と
な
る
こ
と
で
す
。
み
な
さ

ん
も
機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
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歳時記歳時記歳時記
秋といえば、おいしい旬の食材が勢ぞろいし

ます。特に秋のサンマは、脂がのって焼き魚にしてもお刺身でも
おいしくいただけます。そもそも何故、食欲の秋なのか・・・。気
候がよく、食欲が増すことと、野生動物の習性で秋のうちに、冬
のエネルギー源を蓄えることが、人に残っているのだと言われて
います。ただ、食欲にまかせて食べ過ぎには要注意!!
⑴しっかり噛んで、旬の食材を味わいましょう。噛むことで食
欲が抑えられます。

⑵「秋の夜長」と言いますが、夜遅く食べるのは禁物です。
寝る３時間前には食べ終わるようにしましょう。

⑶「スポーツの秋」です。身体を動かすのには絶好の季節です。
まずはウォーキングやストレッチからはじめましょう。

稲の穂が金色に輝く季節、秋の香りを感じながら、散歩するの
もおすすめですよ。

"なでしこ"の花言葉は「純愛」「大
胆」「勇敢」。女子サッカーのなでしこ
ジャパンも、花言葉どおり、すばらしい
活躍を見せてくれることを期待します。

慶

弔

お
誕
生
お
め
で
と
う
︵
出
生
︶

谷
 
相

佐
藤
 
花
梨
�
�
�

ち
ゃ
ん

︵
届
出
人
︶佐
藤
一
光

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
︵
死
亡
︶

大
 
 
渡
 
出
羽
雄
子
さ
ん
 
74
歳

川
 
 
村
 
佐
藤
良
治
さ
ん
 
84
歳

川
 
 
村
 
佐
藤
有
正
さ
ん
 
85
歳

︵
８
月
届
出
︶

●自己紹介
８月からマイケル・アンソニー・ヒューストン先生

の後任として道志村のALT（外国語指導助手）に着任しま
した。出身はイングランドのチチィスタで、父、母、弟の
４人家族です。
趣味はホッケーと水泳で、特に水泳は来日前から週に

３日はプールに通い、１回に３時間ほど泳いでいました。
道志村に来て、一番最初に行ったのは、中学校に隣接して
いる屋内プールでした。

■日本・道志の印象は？
日本には、今回初めて来日しました。来日する前は、都
市で忙しく歩く人々のイメージが強くありましたが、実
際訪れてみると、人情深く、リラックスでき、馴染みやす
い国だと感じました。とても気に入っています。
日本に来るなら田舎に来たいと思っていました。絆が

強く、都会とは違い、ドアを開けたらすぐに山があること
は素晴らしいと感じています。道志村は、思った以上に山
が美しい場所でした。８月の着任早々、鳥ノ胸山に登り、
頂上で富士山と道志村を一望し感激しました。来年は、富
士山に挑戦したいと思っています。

■村の子供達は？
子ども達は学校にいる時間が長いのにも関わらず、み

んなが終日、元気で明るく学校生活を過ごしているのに、
びっくりしています。特に、中学生は７時過ぎから６時頃
まで勉強とクラブ活動を、熱心にしている姿を見ると頭
が下がります。

■ALTとして目指すこと
英語を楽しく、意欲をもって学んでもらえるように、子
ども達と積極的にコミュニケーションをとりたいと思い
ます。少しでも子ども達との時間を大切にするために、昼
食も教室で食べています。

■村民へのメッセージ
一人でも多くの方とふれあいたいと思っているので、気
軽に声をかけてください。

道志村教育委員会
外国語指導助手（ALT） 

タイト・ベンジャミン・ステファンさん
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